㉛タイトル

[bookmark: _Hlk224664439][bookmark: _Hlk224683884]上一之宮大粟神社・大久保乳銀杏・枝垂れ桜（明王寺、ゆうかの里、川井峠）

　神山町は徳島県のほぼ中央に位置する町。吉野川の南側に並行して流れる鮎喰川上流域に位置する。ＪＲ徳島駅からだと車で約二十七㌔、国道四三八号を四十五分ほど走る。他にも国道一九二号から県道二一号を鮎喰川沿いに走るルートなどがある。「神山温泉」を目指して行けば、併設されたホテル「四季の里」またすぐ横を流れる上角谷川を挟んだ向かい側には農村ふれあい公園があり、藤の花の名所となっている。近年は桜も多い。句会場にホテルを借りることも一案である。
　さらにバス停「上角」を目指してそこを山側へ折れ、細い坂道を上ると、杉木立に抱かれて上一之宮大粟神社の参道が姿を見せる。車は社殿近くまで上がれるが、徒歩で石段をゆっくり登るのもよい。比高は八十メートルほどだろうか。石段を踏むたびに森の匂いが濃くなり、上へ上へと導かれる。拝殿前に立つと、里を見下ろす景色が大きく開ける。この辺は上一宮大粟神社に祀る大宜都比売命によって早くから開かれたという伝説がある。もともと大粟谷と呼ばれていたが、その開耕地は神領として耕作され、未開の山地は「神山」と呼ばれていたことから神山町と命名された、とも言われている。
[bookmark: _Hlk224678235][bookmark: _Hlk224682683][bookmark: _Hlk224680708]　神社から坂を下り、再び国道四三八号へと戻るのだが、その途中に「大久保」地区がある。集落の中へ入る小道を進むと、家々の間に大きな銀杏の樹影が見えてくるのが大久保乳銀杏。幹から垂れ下がる乳柱が母性の象徴とされ、古くから安産・子育ての祈りが捧げられてきた。秋には黄金色の葉が風に舞い、静かな里に金の雨が降る。
[bookmark: _Hlk224679486][bookmark: _Hlk224681313]　また神山には時期になると枝垂れ桜が多くみられる。徳島市から行けばゆうかの里、明王寺、川井峠と見て行くことができるが、近年では住民の方々による植栽で、町内のあちらこちらに約七千本ともいわれる桜を見ることができる。特に国道四三八号が県道二一号と交叉する当たりから西方面への道沿いは「鬼籠野さくら街道」と呼ばれ、枝垂れ桜を堪能することができる。ただしここは特に駐車場も無く歩道に立っての花見となるため　交通安全にはくれぐれも注意ということになる。
[bookmark: _Hlk224682381]　ゆうかの里は、県道二一号の養瀬トンネルの鬼籠野側に案内板が立っているのでここを東へ山道を行く。五、六分ほど走るが道幅が狭く花の頃には渋滞の恐れもあるため気をつけたいところ。春には枝垂れ桜五百本、連翹二千五百本が丘を彩り、そのボリュームには圧倒される。
　再び国道四三八号へ戻り、西へ二十分ほど走り、「下分公民館」手前を右へ入ると明王寺である。寺へ向かう坂道は短いが、春には桜の花びらが道に散り、歩くだけで句材が生まれる。さくら祭期間中は駐車場ありとのこと。
　さらに国道四三八号を奥へ奥へ（西へ）と〇〇〇分くらい車を走らせば、川井峠へさしかかる。川井峠は神山町上分と美馬市木屋平との境の峠である。古くから川井を経て祖谷谷へ通じる道として使われてきた。ここの枝垂れ桜は平坦部より一週間ほど開花が遅いそうで、四月上旬から中旬にかけて楽しめるようである。
　神山はここに紹介した桜だけでなく、その時期時期には神通蝋梅園、阿川の梅の里、、上分花の隠れ里の躑躅、鬼籠野の神光寺のぼり藤などが見られるので、時間を調整の上合わせて吟行をされるのもお勧め。
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写真・案内図
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